
会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 答 弁 者

①  市内、４町の保育所の定員に対する入所状況は。

②  現時点で今後入所が見込まれる状況は。

③  入所増が見込まれる地域とそうでない地域の今後の保育所の在り方は。

④  増加が見込まれる保育所について今後どの様に対処するのか。

①　本市の木材状況について市長としてどのように考えているか。

②　積極的に木材を使用することが、林業振興につながると考えるが。

③　建設される新庁舎は木材を多く利用した構造物にすべきと考えるが、市長の考えはどうか。

①　本市の多面的機能支払交付金を申請している活動組織の現状は。

②　制度発足当時と現在の組織数の増減は。

③　活動組織の事業を維持するためにも今後組織の広域化も選択肢の一つとして考えて、行政が関わっていくことも大事

　だと思うがどうか。

１．土砂災害警戒区域にある収容避難所

について

南丹市防災計画に基づく避難所において、土砂災害警戒区域内における収容施設についての考えを伺う。

２．Ｊアラートについて

  ホームページにおいて弾道ミサイル落下時の行動についての記載があるが、市民すべてに周知の必要があると思うが、

周知ができているのか。又周知内容についての考えを伺う。

防犯 多発する窃盗犯罪防止について

　本年になって八木町内において窃盗犯罪事件、特に空き巣被害が多発している。空き巣被害に対する南丹警察署からの

啓発活動がおこなわれているが、市としての対応の考えは。

①　地方創生人材派遣制度により本市に赴任され１年が過ぎたが、１年を振り返られて感じておられることを伺う。

②　今後どのようなことを市全体として進めていくことが必要と感じておられるか伺う。

③　残された１年、どのようなことに力を入れ進めようとされているか伺う。

平成２９年第２回南丹市議会６月定例会一般質問通告文書表

（個人質問）

質問要旨

公明党

　木戸　德吉

　（一問一答）

質問予定日

　6月8日　午前

福祉施策 保育所について

市 長

担当部長

林業振興 木材利用について

農業振興 活動組織の在り方について

丹政会

　谷尻　宣雄

　（一問一答）

質問予定日

　6月8日　午前

防災

市 長

担当部長

地域振興 本市の地方創生の進め方について 担当部長
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平成２９年第２回南丹市議会６月定例会一般質問通告文書表

（個人質問）

①　「選ばれるまち」となる必要性がある。戦略の背景と目的に人口の年齢構成のバランスを整える取り組みや、まちの

　魅力ある資源をターゲットにアピールし伝えるために、どのようなことを「コンセプト」にするのか。

②　モデル地区を指定して、官民一体事業を進める考えはあるのか。

①　総合事業とは、市（保険者）が地域の高齢者の実情に応じて、必要な「生活支援」「介護予防」を総合的に行う事業で

　ある。今後の介護予防事業の課題や問題点をどの様にしていくのか。

②　地域包括ケアシステムの中で、生活支援・介護予防の実態は。

①　公共施設の見直しや活用について、総合管理計画（案）が示され検討会議が開催された。国においても計画と位置づ

　けがなされ戦略的な維持管理・更新等を推進する基本方針と、本市の上位計画が示す政策や施策の方針を反映して進

　めるとあるが、その方法は。

②　補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律、適化法について、国の規制緩和の方向性があるのか。全国的

　に公共施設の見直しが進められているなら、その内容を示す事が必要では。例えば、公民館法など、旧来の制度の見

　直しが必要と思うが。

①　本市に便益はあると考えているのか。

②　財政負担の見通しはどうか。

③　本市としての意見を表明するべきではないか。

①　高浜原発再稼働に対する考えは。

②　府の協定書や７市の確認書に基づく対応はどうであったか。

③　高浜３号機や大飯３・４号機への今後の対応を問う。

①　平成27年4月1日から園部中学校ブロック及び八木中学校ブロック、平成28年4月1日から美山中学校ブロックで再

　編後の新しい小学校がスタートした。小学校再編の検証と評価について伺う。

②　本市の小学校再編は2年間で15校が5校となる強烈な再編整備がなされた。今回の再編整備をもって本市の小学校

　再編は完了したと考えていいのか教育長に問う。

③　八木中ブロックのスクールバスの運行時間外の駐車場について問う。

①　平成28年4月1日から「義務教育学校」の設置を可能とする改正学校教育法が成立し施行された。義務教育学校や

　小中一貫教育に対する教育長の所見を伺う。

②　本市における小中連携の現状について伺う。

③　小中一貫教育に積極的に取り組もうとする機運が全国的に高まっているが、本市における小中一貫教育の導入の

　必要性について問う。

新学習指導要領について

　新学習指導要領については様々な改善事項があるが、世界の急速なグローバル化の中で、日本人としての主体性とアイ

デンティティを育むことの重要性が謳われているように感じる。「次世代の学校・地域」創生プラン等でも同様の内容がある。

非常に重要なことであると感じるが教育長の所見を伺う。また、本市の教育の中でどのように反映していくかを問う。

みらい南丹

　



瀨　孝人

　（一問一答）

質問予定日

　6月8日　午後

定住企画戦

略

シティプロモーション戦略策定について

市 長

担当部長

介護

２０１７年度の介護保険制度の改正につ

いて

総務

南丹市公共施設等総合管理計画（案）に

ついて

日本共産党

　南丹市議会

　　　　　議員団

　鞆岡　　誠

　（一問一答）

質問予定日

　6月8日　午後

企画・環境・

財政

北陸新幹線小浜ルートへの対応につい

て

市 長

原子力防災 高浜・大飯原発の再稼働について

無所属クラブ

　



村　好高

　（一問一答）

質問予定日

　6月8日　午後

教育

再編後の学校の状況について

教 育 長

教育次長

小中一貫教育について
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平成２９年第２回南丹市議会６月定例会一般質問通告文書表

（個人質問）

①　高齢者の交通事故が増加傾向から運転免許自主返納を促進する傾向にあることから、交通手段の少ない過疎地

　での返納などによる移動制約に対する対策をどのように考えているのか問う。

②　自家用有償旅客運送の種別は、市町村運営有償運送では、交通空白輸送(路線バス・デマンドバス)・市町村福祉

　輸送があり、ＮＰＯ等が行える福祉有償運送、過疎地有償運送がある。これらを一体的にした交通体系が可能と考え

　るが見解を問う。

①　農地の保全は、基本的には個人の責任であるが、高齢化や管理者がいなくなった農地の荒廃が進行する中、対策

　を問う。

②　生産規模の小さい農業には、付加価値の高い農産物の生産と流通が求められる。生産支援と併せ販路と流通支援

　が必要と考えるが見解を問う。

農業の担い手対策について 　新規の就農には、体験、宿泊など含めた体験施設とそれに伴うＰＲが必要と考えるが見解を伺う。

①　捕獲計画数の基本は、府の鳥獣保護事業計画との整合性を図り、平成３５年度までにシカでは生息数の半減を目指

　す捕獲計画数となっているが市の計画は誤った表記となっている。国の指針に沿った計画に修正する必要があると考え

　るが市長の見解を問う。

②　協議会では、被害防止計画の協議は行われていないように思われるが、実態を問う。

③　特措法では、被害防止計画の作成及び変更に関する協議並びに被害防止計画の実施に係る連絡調整のための協

　議会の設置が認められているが、市条例には示されていない。法令に沿った改正が必要と考えるが見解を問う。

①　運転状況の見える化で安全運転意識の向上が図れないか。

②　過去３年間の公用車による事故件数と種別について。

③　事故後、交通事故減少に向け安全運転への適切な指導は。

④　公用車の年間の自賠責・任意保険料金の額は。

⑤　車両の管理体制は。

①　日本人の二人に一人が、がんに罹患する現状の中、予防や早期発見の重要性など、正しい知識と理解が必要不可

　欠、学校でのがん教育に対する取り組みは。

②　府の取り組みで、Ｈ２５年度から生命のがん教育推進プロジェクト事業も始まっており、桜が丘・美山・園部高校付属

　中学で取り組まれたが、今後の継続実施や更なる広がりへの考えは。

子どもの貧困対策

孤食対策について 子ども食堂に対する見解は。

市 長

教 育 長

活緑クラブ

　松尾　武治

　（一問一答）

質問予定日

　6月8日　午後

交通対策 交通対策について

市 長

担当部長

農政

条件不利地の農地保全と農業支援につ

いて

鳥獣被害防止特措法と市鳥獣被害防止

計画、市野生鳥獣被害対策運営協議会

条例の整合性について

公明党

　林　　  　茂

　（一問一答）

質問予定日

　6月9日　午前

安全対策

公用車に通信機能付きドライブレコー

ダーの設置を

市 長

担当部長

学校教育 がん教育について

教 育 長

教育次長
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平成２９年第２回南丹市議会６月定例会一般質問通告文書表

（個人質問）

①　過去３年間の事故件数と主な要因について伺う。

②　過去３年間の損害賠償金、公用車修理代金、共済会への掛け金について伺う。

③　事故防止対策の現状および計画について伺う。

①　市が主体となって開催する事業および市の依頼によって実施される事業での保険制度の現状について伺う。

②　市民の自主的なボランティア活動に対する保険制度の現状は。

③　全国の自治体で導入が進む「市民活動保険制度」について伺う。

①　本市の公式ＳＮＳの活用状況について伺う。

②　防災活用の計画について伺う。

医療 国民健康保険事業について

　国保広域化に向けての事務レベルでの進ちょく状況は。

　　・保険税額の負担増はないか。

　　・市民向けの広報はいつ頃か。

①　４月から新しい総合事業がスタートしたが、サービスの維持はできているか。

②　一定以上の所得がある人の利用料が引き上げられるなど、改悪介護保険関連法が成立したことに対する所見は。

①　新年度がスタートし教員の加配措置がない中で、バス通学の安全は守られているか。

②　バスの運転の際、大人の乗車がないのは運転以外のストレスがあると思われる。健康面が心配されるが、委託事

　業者に対する教育委員会の関わりは。

まちづくり 八木駅舎改築について 　協議の進ちょく状況と協定・覚書締結の時期は。 市 長

通学の交通

安全対策

中学生の自転車通学用ヘルメットについ

て

　滋賀県甲賀市では、市内中学生が使用する通学用ヘルメットの一部について「不良品があった」と発表されたが、本市の

状況と対応について問う。

教 育 長

教育次長

環境衛生 ごみ収集日の集約について

　市では、家庭から出る生ごみ以外のごみについて、ごみの種類ごとに収集日を定め、各区の収集ステーションでの分別収

集を実施している。

　その中で、例えば、「有害ごみ」（蛍光灯・鏡など）は、３か月に一度の「有害ごみ」だけの単独の収集となっているが、「有

害ごみ」は、一度に出される量が少ないと思われることから、排出する市民や収集ステーションの運営に当たる区役員等の

負担の軽減を図るため、他のごみと合わせた収集に変更するなど、ごみ収集日の集約化が図れないか。

　空き地や農地での太陽光発電施設の設置が増える中、設置業者と近隣住民との間でのトラブルや苦情が全国的に増え

ている。本市においても同様の情報を聞く。先行自治体では条例等を設け、調整や規制に取り組んでおり、その動きが広ま

りつつある。

①　一定の規制などルール化が必要と考えるが、市長の基本的な認識は。

②　法令での規制がないと言っても過言でない中、市民の良好な住環境、市の景観を守ることができるのは自治体であり、

　市長が事業と保全の調整を図るべく市の具体的な取り組みが必要と考えるが。

障害者福祉

精神障がい者の通院等に係る交通費の

助成について

　身体や知的の障がい者の方に適用される運賃割引制度が、精神障がい者の方には適用されない。本市の精神障がい者

の方にとって、専門的な医療機関等の多くが市外にある中では、JR（電車）を利用せざるを得ない状況であり、交通費の負

担が重くなっている。

　本市では、市営バスについては運賃割引制度があり、また、作業所等に通所する場合の交通費についての助成制度はあ

るが、精神障がい者の方が市営バス以外や通院等の場合の交通費の助成制度はない。助成について検討できないか。

丹政会

　谷尻　昌史

　（一問一答）

質問予定日

　6月9日　午前

交通安全 公用車の交通事故防止対策について

市 長

担当部長

市民活動 市民活動に関する保険制度について

情報 ＳＮＳの防災活用について

日本共産党

　南丹市議会

　　　　　議員団

　仲　　絹枝

　（一問一答）

質問予定日

　6月9日　午後

市 長

介護 介護保険事業について

教育 スクールバスの運行について 教 育 長

無所属クラブ

　山下　秋則

　（一問一答）

質問予定日

　6月9日　午後

市 長

担当部長

住環境・景観

保全

空き地や農地での太陽光発電施設の設

置への対応について
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平成２９年第２回南丹市議会６月定例会一般質問通告文書表

（個人質問）

①　市内での住宅と住宅以外それぞれの設置状況について伺う。

②　園部町小山東町・八木町室河原の林地開発に続き、口司で発電施設が設置され、横田でも計画されている。計画の

　概要と対応を問う。

③　大規模な林地開発は規制があるが、環境など住民生活に支障の無いよう規模の大小に関わらず規制する条例が必

　要ではないか。

④　亀岡市が新電力会社を設立する計画と聞く。基本的に太陽光発電の普及は必要であり、電力の地産地消も重要と思

　う。見解はどうか。

①　昨年の育樹祭を中心とする「ターゲットイヤー」の取り組みの総括をどのように考えているか。

②　今後の事業の具体化と目標はどうか。

環境対策 バイオマス産業都市構想に関して 施策の現状と今後の事業計画はどうか。

　子どもが安心して登下校や外で遊ぶ時など、もしもの場合に対して守れる体制（子ども１１０番の家など）を広めるには、多

くの地域や関係する機関などの理解と協力が不可欠である。今一度、地域や関係機関の関わりを密にし、連携を深める必

要があると考える。

①　本市として、どのように現状を認識されているのか伺う。

②　子どもの日常において、学校への行き帰りに犯罪や被害にあう可能性が高いと思われるが、学校・警察・関係する機関

　などとの連携は、どのように構築されているのか伺う。

③　もしもの場合に対する訓練や指導はできているのか伺う。

　児童が学校内で体調不良がある場合は保健室で休むことができるが、通学途中においては先生に相談したり体調を整え

る場所（トイレなど）が確保されていないため、徒歩通学をしている児童には心配がある。

①　通学途中における児童の体調不調などの様子は、学校として目が届き難い状況である。本人や保護者に全ての不安

　な気持ちを持たせていることについて、どのように考えておられるのか見解を伺う。

②　学校の管理下以外への対応などにおいても、保護者を軸にして、学校も柔軟なサポートをする必要があると思うが、

　教育長の見解を伺う。

日本共産党

　南丹市議会

　　　　　議員団

　野村　　健

　（一問一答）

質問予定日

　6月9日　午後

総務関係 太陽光発電について

市 長

担当部長

林業振興 「森の京都」事業について

市 長

無所属クラブ

　前田　義明

　（一問一答）

質問予定日

　6月9日　午後

見守り連携強

化

子どもの見守りについて

市 長

教 育 長

教育活動 児童の通学途中の対応について
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